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改
正
健
康
増
進
法
第
六
章
は
、
受
動
喫
煙
対
策
が

必
要
な
特
定
施
設
を
第
一
種
施
設
（
学
校
、
病
院
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
、
お
よ
び
国
・
地
方
公
共
団
体

の
行
政
機
関
の
庁
舎
）、
第
二
種
施
設
（
第
一
種
施

設
お
よ
び
喫
煙
目
的
施
設
以
外
の
施
設
）
お
よ
び
喫

煙
目
的
施
設
の
三
つ
に
区
別
し
て
お
り
、
法
律
の
施

行
日
は
、
第
一
種
施
設
が
本
年
七
月
一
日
か
ら
、
第

二
種
施
設
な
ど
が
来
年
四
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
や
や
遅
き
に
失
す
る
が
、
同
法
の
問
題
点
を

改
め
て
探
っ
て
み
た
。

  

第
一
は
、
議
会
庁
舎
の
扱
い
で
あ
る
。
議
会
庁
舎

は
第
二
種
施
設
に
区
分
さ
れ
、
第
一
種
施
設
で
は
認

め
ら
れ
な
い
室
内
へ
の
喫
煙
専
用
室
の
設
置
が
認
め

ら
れ
る
。
道
議
会
新
庁
舎
内
へ
の
喫
煙
専
用
室
設
置

に
つ
い
て
は
、
自
民
党
・
道
民
会
議
が
こ
れ
を
強
く

求
め
て
お
り
、
未
だ
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
（
八
月

二
〇
日
現
在
）。
し
か
し
、た
ば
こ
は
所
詮「
嗜
好
品
」

に
す
ぎ
ず
、
自
分
た
ち
の
嗜
好
を
満
足
さ
せ
た
い
た

め
に
、
設
置
に
約
一
千
万
円
、
年
間
維
持
費
一
〇
〇

万
円
と
い
わ
れ
る
喫
煙
専
用
室
の
設
置
を
ご
り
押
し

す
る
の
は
、
ど
う
見
て
も
非
常
識
で
あ
る
。
知
事
が

自
民
党
・
道
民
会
議
に
再
考
を
求
め
た
の
は
、
し
ご

く
も
っ
と
も
な
判
断
で
あ
る
。

  

設
置
費
は
Ｊ
Ｔ
が
負
担
す
る
と
い
う
奇
策
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
年
間
維
持
費
は
ど
う
な
る
の
か
。
い
く

ら
我
を
通
し
て
も
、
世
論
の
圧
力
や
非
喫
煙
議
員
の

増
加
で
、
早
晩
、
喫
煙
専
用
室
は
廃
止
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
際
、
喫
煙
所
の
撤
去
費
用
や
新
し
い
建
物

に
付
着
し
た
ニ
コ
チ
ン
の
汚
染
浄
化
費
用
は
だ
れ
が

持
つ
の
か
。
ど
う
考
え
て
も
明
ら
か
な
税
金
の
浪
費

で
あ
り
、
無
意
味
な
二
重
投
資
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
国
会
や
地
方
議
会
庁
舎
が
第
二
種
施

設
に
区
分
さ
れ
た
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
政
府

答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
六
第
二
六
六
号
平
成
三
〇

年
五
月
一
一
日
）
は
、「
国
民
や
住
民
の
健
康
を
守

る
観
点
か
ら
受
動
喫
煙
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
す
る
責
務
が
あ
り
、
か
つ
受
動
喫
煙
に
よ
り

健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高
い
者
を
含
め
広
く
国
民

及
び
住
民
が
利
用
す
る
機
会
の
多
い
施
設
で
あ
る
行

政
機
関
の
庁
舎
」
を
「
受
動
喫
煙
対
策
を
一
層
徹
底

し
た
施
設
」
と
し
て
第
一
種
施
設
に
分
類
し
、
そ
の

他
を
第
二
種
施
設
に
分
類
し
た
と
説
明
す
る
が
、
ま

る
で
、
国
会
な
ど
は
「
受
動
喫
煙
対
策
を
効
果
的
に

推
進
」
し
「
対
策
を
一
層
徹
底
」
す
る
の
が
難
し
い

と
認
め
る
の
に
等
し
い
。
議
会
庁
舎
と
飲
食
店
が
同

じ
扱
い
と
は
、
ま
っ
た
く
お
そ
れ
い
る
。
こ
れ
か
ら

制
定
さ
れ
る
北
海
道
や
市
町
村
の
受
動
喫
煙
防
止
条

例
は
、
議
会
庁
舎
を
第
一
種
施
設
に
区
分
し
、
さ
ら

に
屋
外
喫
煙
場
所
の
設
置
も
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
既
存
特
定
飲
食
提
供
施
設
の
扱
い
で
あ

る
。
改
正
法
附
則
二
条
に
よ
り
、
来
年
四
月
ま
で
に

営
業
を
開
始
し
、
客
席
床
面
積
が
一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
な
い
な
ど
の
条
件
を
充
た
し
た
飲
食

店
・
喫
茶
店
は
、「
喫
煙
可
能
店
」
の
標
識
を
掲
げ

る
と
、
店
内
全
部
で
喫
煙
が
自
由
に
な
る
。
し
か
し

重
要
な
の
は
、
二
〇
歳
未
満
の
客
や
従
業
員
は
店
内

へ
の
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
家
族
連

れ
・
若
者
が
客
筋
の
店
は
「
禁
煙
店
」
を
選
ぶ
し
か

な
い
だ
ろ
う
。「
喫
煙
可
能
室
あ
り
」の
標
識
を
掲
げ
、

喫
煙
ス
ペ
ー
ス
と
禁
煙
ス
ペ
ー
ス
を
完
全
分
離
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
小
規
模
飲
食
店
に
そ
ん
な

余
裕
は
な
い
。
経
営
者
の
悩
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
心
配
は
無
用
。
店
舗
の
大
小
や
新
規
・
既

存
を
と
わ
ず
、す
べ
て
の
飲
食
店
を
禁
煙
に
す
れ
ば
、

経
営
上
の
不
安
や
無
用
な
投
資
は
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
、
最
短
か
つ
最
小
の

費
用
で
受
動
喫
煙
を
完
全
に
防
止
で
き
る
「
全
店
禁

煙
」
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
喫
煙
目
的
施
設
」
と
い
う
の
も
あ
る
。

た
ば
こ
事
業
法
に
よ
る
特
定
小
売
販
売
業
や
出
張
販

売
の
許
可
を
得
た
者
が
設
け
る
も
の
（
た
ば
こ
専
門

店
、
シ
ガ
ー
バ
ー
）
で
、
た
ば
こ
の
購
入
・
吸
引
お

よ
び
飲
食
（
主
食
を
除
く
）
が
満
喫
で
き
る
喫
煙
者

の
た
ま
り
場
で
あ
る
。
両
者
の
許
可
の
実
態
が
い
ま

ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
が
、
こ
ん
な
店
が
町
中
に
乱
立

す
る
と
、
禁
煙
意
欲
は
低
下
し
、
二
〇
二
二
年
度
ま

で
に
喫
煙
率
を
一
二
％
に
す
る
と
い
う
政
府
目
標
は

と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
受
動
喫
煙
対
策

は
喫
煙
者
の
健
康
向
上
も
意
図
し
て
い
る
。
受
動
喫

煙
防
止
条
例
が
、
こ
の
よ
う
な
喫
煙
助
長
施
設
を
公

認
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
と
思
う
。
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